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[ 景気評価は 4 点下がって 6 点 ] 

中国では 6月の景気 10指標1が出揃った。6月の景気評価は、10指標のうち 6つが 3ヵ月前と比

べて上向き（○）となる 6 点で、5 月よりも 4 点の低下となった。6 月に上向きから下向き（×）

に転じたのは、小売売上高、輸出金額、工業生産、電力消費量の 4指標である。ここもとの景気評

価の推移を見ると、2 月には 0 点と景気は最悪期（底）を迎えていたが、その後は上向き 5月には

10 点満点となった。そして、6月の景気評価は半分をやや上回る 6点となった（図表-1）。 

 

(図表-1) 

 

                                                   
1 10 指標を選択した理由など概要は、「中国経済：最近の景気回復は本物なのか？～需給両面や電力消費・貨物輸送など景気 10 指標で

チェックして見ると・・・」Weekly ｴｺﾉﾐｽﾄ･ﾚﾀｰ 2014/06/27 号を参照 
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○の数

（点）
前月比 前月比 前月比 前月比 原数値 原数値 前年同月比 前年同月比 前月比 前年同月比   

2013年1月 × ○ × × ○ ○ × ○ － ○ 5
2013年2月 × ○ × × × × × × ○ ○ 3
2013年3月 ○ ○ × × ○ × × × ○ ○ 5
2013年4月 ○ × ○ ○ ○ × ○ × × ○ 6
2013年5月 ○ × ○ × ○ × × × × ○ 4
2013年6月 × × × × × × ○ ○ × × 2
2013年7月 ○ × × ○ × × ○ ○ ○ × 5
2013年8月 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × 7
2013年9月 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
2013年10月 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × 5
2013年11月 ○ × ○ × ○ ○ × × × × 4
2013年12月 × ○ × ○ × × × × × × 2
2014年1月 × ○ ○ × × × × × × × 2
2014年2月 × × × × × × × × × × 0
2014年3月 ○ × ○ ○ × × ○ × × × 4
2014年4月 × × ○ ○ × ○ ○ × × × 4
2014年5月 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 10
2014年6月 × ○ × × ○ ○ × ○ ○ ○ 6

使用データ種類

需要面 供給面 その他

○6月の景気評価は、10指標のうち 6つが上向きとなる 6

点で、5月よりも4点の低下となった。6月に上向き（○）

から下向き（×）に転じたのは、小売売上高、輸出金

額、工業生産、電力消費量の 4指標である。 

○6月に景気評価が下がった背景には、比較対象となる 3

月が出来過ぎだったことがあり、また半分を上回る 6

点を維持していることを考えれば、中国の景気が悪化

に転じたと考えるのは時期尚早だろう。    
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[ 需要面を見る 3 指標 ] 

需要面を見る 3 指標では、固定資産投資は○を維

持したものの、小売売上高と輸出金額が×に転じた。

固定資産投資（除く農家の投資）は 6月も前月比（季

節調整後）で 1.45％増と 4月の同 1.23％増を底に 2

ヵ月連続で加速したものの、小売売上高と輸出金額

は、比較対象となる 3 ヵ月前（3 月）が出来過ぎだ

ったこともあって、下向き（×）に転じたものと見

られる（図表-2）。 

 

[ 供給面を見る 3 指標 ] 

供給面を見る 3 指標では、製造業ＰＭＩと非製造

業商務活動指数は○を維持したものの、工業生産が

×に転じた。6 月の製造業ＰＭＩは 51.0％と 4 ヵ月

連続の改善、非製造業商務活動指数は前月よりは若

干低下したものの上向きは維持した。他方、6 月の

工業生産（実質付加価値ベース、規模以上）は前月

比（季節調整後）で 0.77％増と 2ヵ月連続で加速し

たものの、出来過ぎだった 3月に比べると下向き（×）

だった（図表-3）。 

 

[ その他の重要な 4 指標 ] 

その他の重要な 4 指標では、鉄道貨物輸送量、生

産者物価（PPI）、通貨供給量（M2）は○を維持した

ものの、電力消費量が×に転じた。鉄道貨物輸送量

は 2月を底に、PPI と M2 は 3 月を底に回復傾向を維

持している。また、電力消費量も 6 月に前年同月比

5.9％増と 2ヵ月連続で改善しており、今回 4ヵ月ぶ

りに×に転じたのは比較対象となる 3 月が出来過ぎ

だったためと思われる（図表-4）。 

 

[ 総括 ] 

以上のように、景気評価が 6 月に下がった背景には、比較対象となる 3 ヵ月前（3 月）が出来過

ぎだったことがある（景気が最悪期にあった 2月に、中国人民銀行が短期金利を低めに誘導、元高

を修正したことで景気が急速に持ち直したため）。また、前月より下がったとはいえ半分を上回る 6

点を維持していることを考えれば、中国の景気が悪化に転じたと考えるのは時期尚早だろう。 
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（お願い）本誌記載のデータは各種の情報源から入手・加工したものであり、その正確性と安全性を保証するものではありません。また、本誌は情報
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